
談111やi沖::I:は， もと妙楽ミ＇i'と￥1，したぞ＇i'lt'cで， 鎌足公をまつる型：，＇，ilt'cがあり， 古くから事／1社とそj

l坑の性絡をあわせもつ特製な存花である。 lリJ治維新の羽／1仏分／iJ/F.のさいに， 寺院を出して，淡山ti/I

主i：となった。

店造物研究主では， かねて談，， l村Ir, ／：とその服火邸境の総合的な調査を日，－『Iiiしており， 次のよ

うな調査事引をかかげている。

l. 現存：m：手：の調査一木股，fl；般， 十三m
塔をはじめ， 江戸H寺代以前の辿築は20械
をかぞえる。

2. 古老｜；！般等の調査一近世を通じて度々の
造訟をしており， その木股は談iJ I事｜咽：境
内lζ策殿と惣社本殿， 広陵IIIJの百済寺本
立， 東大寺の＊りJ持仏堂として四棟が残
っており， また？削減が恒！ポd1

・
c/JIIIJのf.f，楽

寺本堂として技っている。
3. 境内および房舎の調査一境内には多く

の社肢が現存するほか， 房舎があって，
建造物nrを形成している。 またかつては
さらに多くの房舎があった。

4. 造営関係史料の調査一永禄9年の本殿
ほかの絵図而をはじめとして， 造替のた
びごとの史料がある。

5. E；；境の調査一表μ！舌から， 談山台／1tUζ
いたる4 kmの聞の参道にそって， 丁石や
門前の民家があり， 同凶の自然とあわせ
て，！尼史:B;'i境をつくっている。

昭和51 年のu， まず現存'.hl字の調査として， 本殿－:iTlの辿築のうち本般をのぞく， 拝殿， 佐

川， :i:!ミ透廊，1！§透廊の四線について， 主として当初1ri1材の政存状況を調べた。 引本殿はお永3

年の造営になるが， 他は元't1J造営になり，！：£文1』：：：間の本殿造営のさいlζ大修理を受け， 現状の

ようになったと考えられる。 乙の社殿はH召和12年lζ内務省によって大修l1Hを受けているため，

そのさいの取替材が多いと予怨されていたのであるが， 各部材をとまかく調べた結果，11:IMが

非常によく残っていることが明らかになった。

なお今回の調査は， 奈良県教育委員会， 談山や／1.f.上と共同で実施した。 また， 1173和51年11月lζ

本殿， 拝殿， 京透廊， 西透廊， 絞f 11], w宝庫，i盟主Jfl't， 以下J東I役柄／1府羽＇－ffr, I創伽チ／：屋， 末社惣

社本殿， 末社惣社拝殿， 末社比叡有／1社本阪が重要文化財l乙指定された。 （宮沢 智土〉
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